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地下構造モデルの推定、設計用入力地震振動の作成、地震被害想定、地震防災対策【利用が見込まれる分野】
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 断層の破壊により地殻から放出される地震波は、軟弱な堆積平野に入射すると反射・屈折を繰
り返すため地震波が増幅します。我が国の代表的な大規模堆積平野である関東平野では、都心の
直下で厚さ 3 km もの軟弱な堆積層が存在するため地震波が増幅し、長周期地震動とよばれる特徴
的な地震動が観測されています。この長周期地震動によって 2011 年東日本大震災の際には新宿の
超高層ビル群が 10 分間にわたって大きく揺れ続けました。同じような現象は大阪平野や濃尾平野
においても起こりえますし、四国では吉野川によって形成された平野で関東や大阪に匹敵するほ
どの長周期地震動の発生が予測されています。 
 超高層ビルや免震構造を大きく揺らす長周期地震動を正確に予測するには、堆積平野の地盤モ
デルを適切に推定しておくことが不可欠になります。しかし地下数 km にも達する地盤モデルを
推定することは容易なことではありません。いくつか手法がありますが、最新の技術である地震
波干渉法という手法を、震度計の記録に適用して地盤モデルを推定しています。 

図1.関東平野を伝播する長周期地震動の観測記録 図2.地震波干渉法により推定した関東平野の断面図
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